
スポーツの秋、市内小中学校で運動会
９月、市内の小学校 20 校と中学校７校がそれぞれ運動会・体育祭を開催しました。17 日に行った小栗小学校
の運動会には、全校児童 182 人と保護者、地域の人たちなどが参加。『赤かて白かて』と題した１・２年生に
よる玉入れ競技では、紅白のカゴに向け一生懸命に玉を投げ入れる、元気な子どもたちの姿が見られました。



　

教
育
相
談
室
に
来
る
子
ど
も
の
多
く
は
、

本
当
は
学
校
に
行
き
た
い
け
れ
ど
行
く
こ

と
の
で
き
な
い
、
い
わ
ゆ
る
『
不
登
校
』
の

子
ど
も
で
す
。
友
人
関
係
、
勉
強
や
進
路
、

家
庭
内
の
こ
と
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ

ぞ
れ
に
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

悩
み
苦
し
む
子
ど
も
を
助
け
る
た
め
に

は
、
子
ど
も
の
悩
み
に
で
き
る
だ
け
早
く
気

づ
き
、
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
あ
げ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
教
育
相
談
室
で
は
、
専
門
の

相
談
員
が
子
ど
も
や
親
の
話
を
聞
き
、
一
緒

に
解
決
策
を
探
し
ま
す
。

２

　

学
校
に
行
く
の
を
い
や
が
る
な
ど
、
子
ど

も
が
悩
み
や
問
題
を
抱
え
て
い
る
よ
う
な
時

に
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
教
育
相
談
室
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　
『
筑
西
市
教
育
相
談
室
』
は
平
成
元
年

に
、『
明
野
教
育
相
談
室
』
は
平
成
13
年

に
開
設
し
ま
し
た
。
昨
年
度
に
は
、
合
わ

せ
て
４
７
０
件
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
受
け
た
主
な
相
談
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
相
談

　

・
学
校
に
行
け
な
い

申
し
込
み

困
っ
た
時
は
一
人
で
悩
ま
ず
、

教
育
相
談
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

学
校
や
勉
強
、
人
間
関
係
の
悩
み
…
…

▼
教
育
相
談
室
に
直
接
電
話
す
る
か
、
学
校
を
通
じ
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
筑
西
市
の
児
童
・
生
徒
で
あ
れ
ば
、
ど
ち
ら
の

相
談
室
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
▼
相
談
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
子
ど
も
本
人
か
保
護
者
で
す
。

▼
相
談
の
日
時
は
、
毎
週
火
〜
金
曜
日

○
筑
西
市
教
育
相
談
室
は
、
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
ま
で

○
明
野
教
育
相
談
室
は
、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

▼
相
談
の
内
容
を
聞
き
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ

を
し
ま
す
。
内
容
に
よ
り
、
他
の
機
関
へ
の
紹
介
も
し
ま
す
。

ま
ず
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

    

○
筑
西
市
教
育
相
談
室 

TEL
　

28
ー
６
３
８
３

    

○
明
野
教
育
相
談
室 　

TEL
　

52
ー
６
６
１
６

一
緒
に
考
え
、
解
決
策
を
探
し
ま
す

過
去
に
受
け
た
主
な
相
談
内
容

学
校
へ
行
き
た
い
気
持
ち
は
あ
る
け
れ
ど
、
行
け
な
い
。
周
り
の
人
と
の
人
間
関
係
で
悩
ん
で

い
て
、
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。
…
…
そ
ん
な
悩
み
や
課
題
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち
が

増
え
て
い
ま
す
。『
筑
西
市
教
育
相
談
室
』
と
『
明
野
教
育
相
談
室
』
は
、
そ
の
よ
う
な
子

ど
も
や
保
護
者
と
一
緒
に
考
え
、
よ
り
よ
い
解
決
策
を
見
い
出
す
た
め
に
設
置
し
た
も
の
。
学

校
や
家
庭
と
密
接
に
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
悩
み
苦
し
む
子
ど
も
た
ち
を
、
み
ん
な
で
支
え

守
り
ま
す
。
困
っ
た
と
き
に
は
、
気
軽
に
教
育
相
談
室
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。



▼
原
則
と
し
て
毎
週
１
回
、
50
分
程
度
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
継 

続
し
て
行
い
ま
す
。

▼
相
談
は
無
料
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
本
人
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
相
談
室
内
の
適
応
指
導
教
室
に
通
い
、

自
主
的
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

○
学
習
活
動
…
…
…
教
科
の
学
習
、
読
書
、
パ
ソ
コ
ン
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

○
ス
ポ
ー
ツ
活
動
…
卓
球
、
マ
ッ
ト
運
動
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど

○
体
験
活
動
…
…
…
創
作
活
動
、
調
理
、
手
打
ち
そ
ば
、
釣
り
、

川
遊
び
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
将
棋
な
ど

▼
適
応
指
導
教
室
に
通
う
と
、
学
校
の
授
業
に
出
席
し
た
扱
い
と

な
り
ま
す
。

３ 筑西市教育相談室・明野教育相談室

筑西市教育相談室 明野教育相談室
（川島出張所内）TEL 28-6383 （大村公民館内）TEL 52-6616

　

・
成
績
が
急
に
下
が
っ
た

　

・
他
人
と
話
せ
な
い

　

・
友
達
や
先
生
と
う
ま
く
付
き
合
う
こ

　
　

と
が
で
き
な
い

　

・
い
じ
め
ら
れ
た

　

保
護
者
か
ら
の
相
談

　

・
家
か
ら
外
に
出
よ
う
と
し
な
い

　

・
無
気
力

　

・
落
ち
着
き
が
な
い

　

・
異
常
な
行
動
が
あ
る

　

・
親
子
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い

　

教
育
相
談
室
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
悩

み
の
原
因
を
無
理
に
つ
き
と
め
て
、
取
り
除

こ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
が
自

ら
問
題
に
向
き
合
い
、
解
決
で
き
る
よ
う
に

支
援
す
る
の
が
仕
事
で
す
。

　

初
め
は
下
を
向
い
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
子

ど
も
た
ち
も
、
何
度
も
面
接
を
し
て
話
を

聞
く
う
ち
に
、
次
第
に
元
気
を
取
り
戻
し

て
い
き
ま
す
。
人
は
そ
れ
ぞ
れ
多
様
な
価

値
観
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ペ
ー
ス
も
違
う

も
の
。
そ
れ
を
認
め
て
あ
げ
る
こ
と
で
、
だ

ん
だ
ん
自
信
を
持
つ
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

　

相
談
を
通
し
て
元
気
を
取
り
戻
し
た

子
ど
も
た
ち
は
、
同
じ
相
談
室
内
に
あ
る

適
応
指
導
教
室
に
通
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
教
室
で
の
活
動
内
容
や
活
動
時
間

を
決
め
る
の
は
、
子
ど
も
た
ち
自
身
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
学
習
し
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ

や
様
々
な
体
験
活
動
を
通
し
て
、
自
主
性
・

社
会
性
を
身
に
つ
け
、
学
校
生
活
に
復
帰

し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
教
室
に
通
う
と
、
学
校
の
授

業
に
出
席
し
た
扱
い
と
な
り
ま
す
。

教
育
相
談

適
応
指
導
教
室

相
談
員
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や

遊
戯
療
法
な
ど
を
行
い
ま
す

集
団
生
活
に
適
応
で
き
る
よ
う
、

学
習
や
様
々
な
体
験
を
行
い
ま
す

子
ど
も
の
個
性
を
認
め
る
こ
と
が
大
切

毎週火～金曜日　午前９時～午後３時 毎週火～金曜日　午前９時～午後４時

適
応
指
導
教
室
で
自
主
性
を
育
成



が
ん
ば
っ
た
き
み
た
ち
に

下
館
南
中
学
校　

【
団
体
】

▼
デ
ィ
ベ
ー
ト　

第
10
回
全
国
中
学
・
高
校
デ
ィ

ベ
ー
ト
選
手
権
出
場　

▼
女
子
卓
球　

第
33
回
関
東
中
学
校
卓
球
大
会
出
場

【
個
人
】

▼
堀
江
彩
美
（
卓
球
）　

第
33
回
関
東
中
学
校
卓

球
大
出
場 

▼
鶴
見
真
太
郎
（
水
泳
・
バ
タ
フ
ラ
イ
）　

第
29
回

関
東
中
学
校
水
泳
競
技
大
出
場 

▼
小
谷
裕
子
（
水
泳
・
背
泳
ぎ
）
第
29
回
関
東
中

学
校
水
泳
競
技
大
出
場　

▼
冨
田
浩
司
（
水
泳
・
自
由
形
）　

第
29
回
関
東

中
学
校
水
泳
競
技
大
出
場　

▼
川
田
恭
平
（
陸
上
・
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
）
第
33

回
関
東
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
出
場

下
館
北
中
学
校

【
団
体
】

▼
サ
ッ
カ
ー　

第
36
回
関
東
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
大

会
第
３
位　

第
36
回
全
国
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
大

会
ベ
ス
ト
８　

【
個
人
】

▼
廣
瀬
晴
菜
・
武
井
由
香
梨
組
（
女
子
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
）　

第
35
回
関
東
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

会
出
場

明
野
中
学
校

【
個
人
】

▼
河
添
亮
（
柔
道
）　

第
30
回
関
東
中
学
校
柔
道

大
会
ベ
ス
ト
８　

第
36
回
全
国
中
学
校
柔
道
大

会
出
場　

▼
大
和
田
永
作
（
柔
道
）　

第
30
回
関
東
中
学
校

柔
道
大
会
出
場　

第
36
回
全
国
中
学
校
柔
道
大

会
出
場　

▼
吉
原
友
理
（
陸
上
・
幅
跳
び
）
第
33
回
関
東
中

学
校
陸
上
競
技
大
会
出
場　

第
32
回
全
国
中
学

校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
出
場

▼
糸
川
麻
衣
（
陸
上
・
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
）
第
33

回
関
東
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
出
場

協
和
中
学
校

【
団
体
】

▼
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

第
40
回
関
東
中
学
校
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
出
場

【
個
人
】

▼
國
府
田
紀
之
（
陸
上
・
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
）
第

33
回
関
東
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
出
場

▼
廣
瀬
千
紗
（
剣
道
）
第
30
回
関
東
中
学
校
剣

道
大
会
出
場　

大
田
小
学
校

▼
藤
田
涼
平
・
堀
江
章
秀
・
大
吉
豪
・
樫
村
勇

輝･

眞
島
勇
太
（
陸
上
・
男
子
４
０
０
メ
ー
ト
ル
リ

レ
ー
）　

第
21
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大

会
出
場

　

８
月
、
平
成
17
年
度
の
関
東
大
会
・

全
国
大
会
が
行
わ
れ
、
市
内
の
小
中

学
校
か
ら
も
児
童
・
生
徒
た
ち
が
出
場
。

そ
れ
ぞ
れ
が
日
ご
ろ
の
部
活
動
な
ど
で

鍛
え
た
成
果
を
発
揮
し
、
優
秀
な
成
績

を
お
さ
め
ま
し
た
。

マ
ル

がんばったきみたちに○ ４

▲全国中学校サッカー大会でベスト８の成績をおさめた、下館北中学校サッカー部。３年生でキャ
プテンの小倉大輔くん（後列右から３番目）は、｢毎日の練習は大変だったけれど、サッカーが好
きだからがんばりました。全国大会には優勝するつもりで臨んだけれど、負けてしまって残念。自
分たちにはないパス回しなどを対戦相手から学ぶことができたので、良い経験になりました。高校
に行っても、サッカーは続けます｣と語ってくれました。



■故小藥俊夫さんに旭日双光章

での 43 年間にわたり、火災現場の第一線で、
市民の生命と財産を守るために尽くした功績が
認められての受章です。
■故中原正さんに瑞宝双光章

に就任。平成 7年に同職を退職するまで、町勢
の振興と地方自治の発展に寄与した功績が認め
られての受章です。
■第 56回消防ポンプ操法筑西地区大会
　９月３日、筑西広域市町村圏事務組合消防本
部（直

なお

井
い

）を会場に、第 56回茨城県消防ポン
プ操法競技大会筑西地区大会を行いました。大
会には , 筑西市と結城市、真壁町、大和村の代
表チームが参加。筑西市からは、大

おお

田
た

地区の第
15分団、16分団、１７分団による合同チームが
出場し、審査の結果、優勝の栄誉に輝きました。
■梨を配って『交通事故なし運動』キャンペーン

　９月７日、筑西地区安全運転管理者協議会と
筑西警察署が『交通事故なし運動』のキャンペー
ン活動を実施しました。これは、秋の全国交通
安全運動（９月21日～ 30日）に先駆けて行っ
たもの。同協議会役員や警察署員、県立下館工
業高等学校の生徒が、警察署前交差点で運転手
に梨やチラシを配り、交通安全を訴えました。

５ 市政メモ／高齢者インフルエンザ予防接種

　６月に亡くなられた小
こ

藥
ぐすり

俊
とし

夫
お

さん（市
いち

野
の

辺
べ

）が、旭
日双光章を受章しました。
　小藥さんは、昭和 27 年
に真壁郡竹島村消防団に入
団。平成７年に下館市消防
団副団長として退団するま

　８月に亡くなられた中
なか

原
はら

正
ただし

さん（小
お

栗
ぐり

）が、瑞宝双
光章を受章しました。　
　中原さんは、昭和 23 年
に真壁郡小栗村役場に勤務
し、協和町役場勤務を経て、
昭和 62 年に協和町収入役

予約が必要な場合があります。事前に医療機関に確認してください。

医療機関名 住所 電話 医療機関名 住所 電話
新井内科医院 西町 22-2618 遠藤産婦人科医院 中館 20-1000
大田医院 西方 22-3914 大圃クリニック 稲荷町 21-0123
奥沢耳鼻咽喉科医院 西町 22-2243 おばやし診療所 小林 25-5712
おにさわ小児科 玉戸 28-8611 加納内科胃腸科 岡芹 24-7365
上牧小児科医院 樋口 24-5661 上牧整形外科医院 本城町 22-4081
小松崎産婦人科医院 二木成 24-6327 ごとうクリニック 西谷貝 23-3215
さいとう整形外科 菅谷 20-1800 さとうクリニック 根岸町 20-0310
三岳荘小松崎病院 中館 24-2331 産科婦人科篠崎医院 西町 25-0505
下館胃腸科医院 二木成 24-8864 下館病院 野殿 22-7558
下館堀内皮膚科医院 南町 25-5877 しもだて中央クリニック 下中山 22-6868
しもだてメディカルポート 下岡崎 21-1800 鈴木耳鼻咽喉科 二木成 25-4332
すわクリニック 本城町 22-2069 瀬端耳鼻咽喉科医院 東町 25-3387
田中医院 末広町 22-2606 玉野医院 下川島 28-0801
筑西市民病院 玉戸 28-2261 つくばクリニック 玉戸 28-1001
直江胃腸科医院 稲荷町 22-3081 直江産婦人科医院 鷹場町 22-7183
野中医院 野殿 25-0155 延島診療所 大町 22-2916
平間産婦人科医院 大町 22-3741 ひろせ内科クリニック 下中山 25-5655
堀井クリニック内科・歯科 二木成 25-0555 宮田病院 鷹場町 22-2440
八島医院 稲野辺 22-3361 飯田医院 木戸 37-6745
大圃病院 木戸 37-3101 河上医院 舟生 37-2460
関城中央病院 関本下 37-7700 濱名医院 関本上 37-6920
山口医院 木戸 37-3777 明野中央病院 海老ケ島 52-2516
かくらいクリニック 松原 52-6711 幸坂内科クリニック 松原 52-6333
原田医院 村田 52-0057 秀村医院 寺上野 52-0077
松岡整形外科 中上野 52-0068 横瀬医院 海老ケ島 52-0027
池田整形外科 横塚 57-2555 海老沢医院 門井 57-2008
落合医院 小栗 57-3011 協和中央病院 門井 57-6131
さんごうクリニック 三郷 57-5500 仙波医院 新治 57-2013
にいはり診療所 門井 57-7700 塙医院 桑山 57-3361

高齢者インフルエンザ予防接種
実施医療機関のお知らせ

対象・予防接種の対象者にはハガキ（受診券）を郵送します。
期間・平成 18 年１月31日（火）まで
費用・公費負担 3,000 円。※接種料金が 3,000 円を超えた場合の差
　　　額は自己負担となります。
　　・生活保護世帯の人は無料。福祉事務所発行の証明書を、受
　　　診券とともに医療機関に提出してください。
　　・予診のみの場合は自己負担となります。
接種時に持参するもの
　　・健康保険証　・郵送された受診券
申し込み
　　・市内の医療機関（上表）利用者は、直接医療機関へ。
　　・市外の医療機関希望者は、依頼書が必要です。各地区の保
　　　健センター窓口へ。

■問い合わせ
　市保健推進課　  TEL 24-2267
　下館保健センターTEL 24-2266　関城保健センターTEL 37-6044
　明野保健センターTEL 52-5252　協和保健センターTEL 57-9131



　

松
山
市
で
8
月
20
〜
21
日
に
開
催
さ
れ
た
第
8
回
俳
句
甲
子
園
で
、

準
優
勝
し
た
下
館
第
一
高
等
学
校
の
選
手
が
、
9
月
13
日
に
市
長
に
報

告
に
訪
れ
ま
し
た
。
同
大
会
は
36
チ
ー
ム
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
、
決

勝
戦
は
開
成
高
等
学
校
（
東
京
）
と
対
戦
。
惜
し
く
も
3
対
2
で
敗

れ
ま
し
た
が
、
5
年
連
続
出
場
で
こ
れ
ま
で
は
ベ
ス
ト
4
が
最
高
の
成

績
で
し
た
が
準
優
勝
は
初
。
主
将
の
田
畑
慎
吾
さ
ん
は
、「
決
勝
戦
ま

会員の力作、約 100 点を展示
第 26回『梨の里版画展』

サマーフェスティバル 2005

６まちの話題

県
立
下
館
第
一
高
等
学
校
の
選
手
が
市
長
に
報
告

▲ 谷島校長   北嶋訓
のり こ

子さん  大山真衣さん  石塚直子さん  為
た め が い

我井教諭
　　　　　　 市村ゆかりさん　　　市長          田畑慎吾さん　　

映画の野外上映会が復活

　市コミュニティプラザで、9月17日から5
日間開催、連日、版画ファンなど大勢の人
で賑わいました。同版画展は『梨の木版画
会』『せせらぎ版画会』『ゆうき版画会』『紫
明同人会』『みつわ会』の5団体が参加。
篠崎法

のり じ

嗣会長は、「版画の魅力を楽しんで
もらって嬉しい。興味のある人はぜひ入会し
てください」と語る。同版画展は関本公民
館で開催されてきましが、筑西市となった今
年からは同プラザでの開催となりました。

　協和の杜公園で8月28日に協和商工会、
関城商工会及び明野商工会主催による親
と子のふれあいイベントが開かれました。午
後 3時から各商工会の模擬店が出る中、ス
イカや梨の早食い競争、○×ゲーム、協和
中学校吹奏楽団の演奏などがあり、午後 7
時からは映画『ワンピース』が上映されまし
た。野外映画は子どもたちには初めての経
験。興奮気味に上映を待ちわびていました
が、始まると熱心に見入っていました。

で
い
け
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
。
優
勝
は
出
来

な
か
っ
た
が
、
悔
し
さ

よ
り
も
喜
び
の
ほ
う
が

大
き
い
。
こ
れ
か
ら
も

続
け
た
い
」
と
意
欲
を

述
べ
ま
し
た
。
指
導
に

あ
た
っ
た
為た

め

我が

井い

節み
さ
お

教
諭
は
「
作
品
の
中
身

で
は
負
け
て
な
い
」
と

選
手
を
励
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
は
「
よ
く

頑
張
っ
て
く
れ
た
。
筑

西
市
の
名
を
全
国
に
広

め
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
」
と
健
闘
を
称
え
ま

し
た
。

全
国
高
校
俳
句
選
手
権
大
会
で
準
優
勝



■特集展示　『青木繁　海の幸 100 年』
　10月10日( 祝 )まで　
　月曜休館　※ 10/10は開館
　ブリヂストン美術館〔中央区 TEL03(5777)8600〕
　入場料＝一般 800円　シニア（65歳以上）600円
　　　　　高大生500円　中学生以下無料
■つくばエクスプレス開通記念展『十河雅典の世界展』
　10月8日( 土 )～ 11月6日(日)まで
　月曜休館　※10/10は開館、10/11は休館
　茨城県つくば美術館〔つくば市 TEL029(856)3711〕
　入場料＝一般 380円　高大生 280円
　　　　　小中生 180円　毎週土曜日は高校生以下無料
■X-COLOR／グラフィティin Japan
　12月4日(日)まで　
　月曜休館　※ 10/10は開館、10/11は休館
　水戸芸術館〔水戸市 TEL029(227)8111〕

　入場料＝一般 800円　中学生以下・６５歳以上無料
　会場＝現代美術ギャラリー　水戸市中心市街地
■爆笑ＬＩＶＥバトル’05秋
　10月30日(日) ①午後 1時 ②午後 4時開演
　真岡市民会館〔真岡市 TEL0285(83)7731〕
　出演＝アンジャッシュ　飛び石連休 ほか
　入場料＝全席指定 2,500円
■サンクトぺテルブルク交響楽団
　12月18日(日)　午後 3時開演
　つくばノバホール〔つくば市 TEL029(852)5881〕
　入場料＝Ｓ席 8,000円　Ａ席 7,000円　Ｂ席 6,000円
■狂言～万作の会
　2月3日( 金 )　午後 6時 30分開演
　栃木県総合文化センター〔宇都宮市 TEL028(643)1010〕
　出演＝野村万作　野村萬斎 ほか
　入場料＝Ｓ席4,000円　Ａ席3,000円（学生2,000円）

おでかけガイド 広域情報

１歳のお誕生おめでとう

おでかけガイド／わが家のアイドル７

田
た

中
なか

 美
よし

登
と
くん

10 月４日生（辻）
矢
や

古
こ

宇
う

 亜
あ

季
き
ちゃん

10 月 9日生（西方）
田
た

口
ぐち

 優
ゆう
ちゃん

10月9日生（市野辺）
片
かた

根
ね

 蓮
れん
くん

10 月 9日生（女方）
枝
えだ

 大
ひろ

登
と
くん

10 月 7日生（蓮沼）
眞
も

岡
おか

 覇
は

空
く
くん

10 月 5日生（小栗）
野
の

部
べ

 萌
も

絵
え

佳
か
ちゃん

10月4日生（五所宮）

堀
ほり

江
え

 咲
さ

来
ら
ちゃん

10月16日生（玉戸）
國
こ

府
う

田
だ

 拓
たく

生
み
くん

10月16日生（森添島）
山
やま

口
ぐち

 舞
まい
ちゃん

10月15日生（市野辺）
本
もと

橋
はし

 成
まさ

音
と
くん

10月15日生（下岡崎）
後
ご

藤
とう

 美
み

咲
さき
ちゃん

10月13日生（小川）
廣
ひろ

瀬
せ

 奏
かな

知
とも
くん

10月11日生（野殿）
新
あら

井
い

 拓
たく

海
み
くん

10月10日生（森添島）

榎
えのき

戸
ど

 慧
けい

胡
ご
くん

10月23日生（樋口）
高
たか

島
しま

 実
み

里
さと
ちゃん

10月25日生（二木成）
北
きた

島
じま

 あずみちゃん
10月25日生（小栗）

宮
みや

田
た

 唯
い

楓
ぶき
くん

10月19日生（門井）
森
もり

 太
たい

陽
よう
くん

10月18日生（伊佐山）
佐
さ

藤
とう

 大
だい

悟
ご
くん

10月18日生（知行）

小
こ

森
もり

 紅
あか

音
ね
ちゃん

10月31日生（小川）
池
いけ

田
だ

 音
ね

々
ね
ちゃん

10月30日生（本城町）
古
ふる

川
かわ

 夢
ゆ

菜
な
ちゃん

10月26日生（玉戸）
大
おお

山
やま

 祐
ゆう

汰
た
くん

10月26日生（市野辺）
仁
に

平
へい

 夕
ゆう

稀
き
くん

10月25日生（中上野）

平成 16年 12 月生まれのお子さ
んの写真を募集しています。写
真の裏面に、住所、氏名（ふり
がな）、生年月日、性別、電話番号、
保護者氏名を明記のうえ、10月
31日（月）までに市広報広聴課
へ。応募多数の場合は抽選。

濱
はま

田
だ

 海
かい

聖
と
くん

10 月 23日生（柳）



　

轟
音
が
響
く
。
避
難
誘
導
の
最

中
、
戦
闘
機
が
上
空
を
旋
回
し
て
い

る
。
周
囲
の
緊
張
が
高
ま
り
、
訓
練

は
実
践
さ
な
が
ら
の
様
相
を
呈
し
て

き
た
。
周
り
に
は
、
消
防
車
や
自
衛

隊
の
ト
ラ
ッ
ク
車
等
が
所
狭
し
と
並

ん
で
い
る
。
会
場
で
は
、
児
童
や
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
の
消
火
活
動
、
３
機

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
消
火
訓
練
が

行
わ
れ
、
参
加
者
の
目
を
釘
付
け
に

し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
は
し
ご
車
や
レ

ス
キ
ュ
ー
車
を
使
っ
た
救
助
等
、
様
々

な
被
害
を
想
定
し
た
訓
練
が
、
緊
迫

し
た
空
気
の
な
か
、
行
わ
れ
て
いっ
た
。

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
か
、
今
夏
、

ア
メ
リ
カ
で
は
史
上
最
大
の
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
、
日
本
で
も
列
島
を
包
み
込
む

ほ
ど
の
大
型
台
風
が
大
き
な
爪
跡
を

残
し
て
い
っ
た
。
危
機
管
理
の
重
要

性
が
叫
ば
れ
な
が
ら
、
災
害
が
発
生

す
る
と
対
応
の
遅
れ
等
、
様
々
な
問

題
が
浮
上
し
て
く
る
。
関
係
機
関
の

対
策
の
見
直
し
は
も
ち
ろ
ん
、
今
ま

さ
に
住
民
一
人
ひ
と
り
が
防
災
に
目

を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
筑
西
市

で
の
大
規
模
な
防
災
訓
練
は
、
多
く

の
人
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、

と
て
も
有
意
義
で
あ
っ
た
。（
匿
名
）

お
た
よ
り

日ごろ暮らしの中で思っていることを投稿してください。匿名可。市広報広聴課へ。

防
災
訓
練
に
参
加
し
て

６年生が描くわたしの夢、このまちの未来。
マイ・ドリーム

鳥
羽
小
学
校

８マイ・ドリーム／おたより

日
本
を
代
表
す
る
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
に
な
り
、
世

界
中
で
試
合
を
し
た
い
。

み
ん
な
で
遊
べ
る
遊
び
場

を
た
く
さ
ん
作
り
た
い
な
。

真
さな

田
だ

　信
のぶ

政
まさ

日
本
中
の
み
ん
な
に
「
お

い
し
い
」
と
言
わ
れ
る
パ

ン
屋
に
な
り
た
い
。
お
年

寄
り
が
笑
顔
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
た
い
。

山
やま

口
ぐち

　智
さと

美
み

ヤ
ク
ル
ト
に
入
団
し
、
古

田
選
手
の
よ
う
な
プ
ロ
野

球
選
手
に
な
り
た
い
。
み

ん
な
が
優
し
い
気
持
ち
で

い
ら
れ
る
ま
ち
に
し
た
い
。

鈴
すず

木
き

　智
とも

大
ひろ

一
緒
に
い
る
と
楽
し
い
な

と
思
わ
れ
る
よ
う
な
保
育

士
に
な
り
た
い
。
み
ん
な

が
楽
し
く
暮
ら
せ
る
、
住

み
よ
い
ま
ち
を
築
き
た
い
。

古
ふる

橋
はし

　舞
ま

也
や

玉
田
誠
選
手
の
よ
う
な
レ

ー
サ
ー
に
な
っ
て
、
Ｍ
ｏ

ｔ
ｏ
Ｇ
Ｐ
で
優
勝
し
た
い

な
。
安
全
で
住
み
心
地
の

よ
い
ま
ち
を
作
り
た
い
。

比
ひ

企
き

　徹
とおる

五
所
小
学
校優

し
く
て
、
い
つ
も
笑
顔

の
保
育
士
に
な
り
た
い
。

地
域
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
し
て
、
明
る
く
仲
良
し

の
ま
ち
を
作
り
た
い
な
。

竹
たけ

田
だ

　美
み

沙
さ

希
き

プ
ロ
野
球
選
手
に
な
っ
て
、

首
位
打
者
の
タ
イ
ト
ル
を

取
り
た
い
。
交
通
事
故
や

事
件
が
な
く
、
安
全
で
住

み
や
す
い
ま
ち
に
し
た
い
。

塚
つか

越
ごし

　健
けん

介
すけ

介
護
福
祉
士
に
な
り
、
お

年
寄
り
の
お
手
伝
い
を
し

て
あ
げ
た
い
な
。
あ
い
さ

つ
運
動
を
広
げ
、
み
ん
な

笑
顔
の
筑
西
市
に
し
た
い
。

結
けっ

束
そく

　純
じゅん

奈
な

海
外
で
も
活
躍
で
き
る
よ

う
な
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手

に
な
り
た
い
。
誰
も
が
き

ち
ん
と
あ
い
さ
つ
が
で
き

る
ま
ち
に
な
る
と
い
い
な
。

高
たか

塚
つか

　亮
りょう

平
へい

保
育
士
に
な
り
、
小
さ
い

子
と
友
達
み
た
い
に
遊
ん

で
あ
げ
た
い
な
。
ご
み
を

捨
て
る
人
の
い
な
い
、
き

れ
い
な
ま
ち
を
作
り
た
い
。

菊
きく

池
ち

　美
み

香
か



人

９ スナップ／人

　８月 27 日から９月４日まで、
宮山ふるさとふれあい公園周辺
のひまわりの里で、『ひまわり
フェスティバル』を開催しまし
た。会場一面に咲く 80 万本の
ひまわりが来場者を歓迎し、県
内外から訪れた大勢の人が、黄
色いじゅうたんを楽しみました。

夏の思い出は
満開のひまわり畑

「
下
館
南
中
か
ら
北
中
に
転
任
し
て
、
今
年

で
３
年
目
。
今
の
３
年
生
は
、
１
年
生
の
時

に
出
場
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
で
県
の
ベ
ス
ト

８
に
な
っ
た
ん
で
す
。
良
い
メ
ン
バ
ー
が

揃
っ
て
い
た
の
で
、
う
ま
く
成
長
し
て
い
け

ば
全
国
大
会
出
場
の
チ
ャ
ン
ス
も
あ
る
、
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
練
習
は
基
礎
練
習
の
繰

り
返
し
。
実
戦
を
重
ね
結
果
を
残
す
う
ち
に

成
長
し
、
自
信
も
つ
い
て
強
く
な
っ
て
く
れ

ま
し
た
」と
語
る
の
は
、下
館
北
中
学
校
サ
ッ

カ
ー
部
監
督
を
務
め
、
こ
の
夏
、
同
部
を
全

国
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
大
会
ベ
ス
ト
８
に
導
い

　堀
ほり

江
え

　徳
とく

三
ぞう

さん（玉
たま

戸
ど

）　

下
館
北
中
サ
ッ
カ
ー
部
を
全
国
大
会
ベ
ス
ト
８
に

｢

大
切
な
の
は
、
夢
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
で
す｣

た
堀
江
徳
三
さ
ん
（
41
歳
）。
学
校
で
は
、

１
年
１
組
の
担
任
と
学
年
主
任
を
兼
務

す
る
社
会
科
の
先
生
で
す
。
自
身
も
中

学
時
代
に
サ
ッ
カ
ー
に
打
ち
込
み
、
12

年
前
に
下
妻
東
部
中
の
サ
ッ
カ
ー
部
監

督
に
就
任
以
来
、
赴
任
し
た
各
中
学
校

で
サ
ッ
カ
ー
部
を
指
導
し
て
き
ま
し
た
。

「
こ
こ
ま
で
来
る
に
は
、
保
護
者
や
後

援
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
み
な
さ

ん
、
学
校
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
非
常
に

大
き
か
っ
た
で
す
ね
。
特
に
保
護
者
の

み
な
さ
ん
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
自

分
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
良
い
環
境

を
設
定
し
て
あ
げ
る
だ
け
。
毎
年
新

チ
ー
ム
に
な
る
と
、
子
ど
も
た
ち
に
目

標
を
決
め
さ
せ
る
ん
で
す
。
す
る
と
子

ど
も
た
ち
は
、
目
標
達
成
の
た
め
に
は

自
分
が
何
を
す
れ
ば
い
い
か
考
え
る
。

大
切
な
の
は
、
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て

努
力
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」。

スナップ

ひと



■
筑
西
市
立
明
野
図
書
館

親
子
で
泥
だ
ん
ご
作
り
に
熱
中

地
域
に
親
し
ま
れ
る
『
み
ん
な
の
図
書
館
』
を
目
指
し
て

10

　

木
と
レ
ン
ガ
の
暖
か
さ
、
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り

の
緑
、
静
か
に
流
れ
る
Ｂ
Ｇ
Ｍ
。
心
地
よ
い

空
間
が
広
が
っ
て
い
る
明
野
図
書
館
は
、
昭

和
61
年
の
開
館
か
ら
、
今
年
で
20
年
目
を
迎
え

ま
す
。
登
録
者
数
は
、
昨
年
度
で
約
８
千
人

（
団
体
等
を
含
む
）。
１
年
間
の
貸
出
し
冊
数

は
８
万
７
千
冊
を
越
え
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち

旧
明
野
町
内
の
人
が
約
５
万
冊
、
そ
の
他
の
筑

西
市
内
で
約
１
万
２
千
冊
、
近
隣
市
町
村
が
約

２
万
２
千
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。
決
し
て
大
き

な
図
書
館
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
居
心
地
の
良

い
、
ま
た
利
用
し
た
く
な
る
よ
う
な
図
書
館
作

り
に
心
砕
い
て
い
る
こ
と
が
、
旧
町
外
か
ら
の

利
用
者
が
多
い
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
ま
す
。

　

明
野
図
書
館
で
は
、
図
書
館
に
来
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
、
図
書
の
閲
覧
や
貸
し
出
し
の

他
に
も
、
た
く
さ
ん
の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
夏
休
み
最
後
の
日
曜
日
と
な
っ
た
８
月
28

日
、
市
内
外
か
ら
70
人
以
上
の
親
子
が
集
ま
り
、

『
光
る
！
泥
だ
ん
ご
作
り
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
材
料
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
も
の
で
す
。
土

と
水
と
空
気
。
そ
し
て
重
要
な
の
が
愛
情
で
す
。

時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
、
丁
寧
に
愛
情
込
め

て
丸
め
る
と
、
泥
だ
ん
ご
の
方
が
嬉
し
く
て
内

側
か
ら
光
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
」
と
は
、
館
長

の
三
輪
さ
ん
の
言
葉
。
そ
の
言
葉
通
り
、
愛
情

を
込
め
な
が
ら
大
切
に
土
を
丸
め
て
い
き
ま
す
。

職
員
の
お
話
で
は
、
今
ま
で
何
回
も
実
施
し
ま

し
た
が
、
一
番
夢
中
に
な
る
の
が
お
父
さ
ん
だ

そ
う
で
す
。
今
回
も
そ
う
で
し
た
。
親
子
で
飽

き
る
こ
と
な
く
丸
め
て
い
る
姿
は
、
微
笑
ま
し

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
丸
め
な
が
ら
、
次
回

は
い
つ
開
催
さ
れ
る
の
か
気
に
し
て
い
る
方
が

た
く
さ
ん
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
軍
手
を
し
て
、
手
の
ひ
ら
で
優
し
く

な
で
る
と
光
っ
て
き
ま
す
。
だ
ん
ご
と
一
緒
に

み
ん
な
の
顔
も
輝
い
て
き
ま
す
。
自
分
で
作
っ

た
自
慢
の
泥
だ
ん
ご
を
手
に
記
念
撮
影
を
し
て
、

楽
し
い
一
日
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

明
野
図
書
館
が
開
館
し
て
20
年
。『
み
ん
な
の
図
書
館
』
と
し
て
、
地

域
の
人
た
ち
す
べ
て
の
た
め
に
『
い
つ
で
も
』『
誰
に
で
も
』『
ど
ん
な
資

料
で
も
』
提
供
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
の
も
と
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
図
書
館
と
い
え
ば
本
を
借
り
に
行
く
と
こ
ろ
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
明
野
図
書
館
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
図
書
館

へ
足
を
運
び
、本
に
親
し
む
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
、様
々
な
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
明
野
図
書
館
で

開
催
さ
れ
て
い
る
、
人
気
の

事
業
を
取
材
し
ま
し
た
。



　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
も
好
評
で
す
。
こ
れ

は
、『
赤
ち
ゃ
ん
に
ミ
ル
ク
を
あ
げ
る
の
と
同

じ
よ
う
に
、
心
の
ミ
ル
ク
も
た
っ
ぷ
り
与
え
ま

し
ょ
う
』
と
い
う
目
的
で
５
年
前
か
ら
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
県
内
で
は
明
野
図
書
館
が
一
番

最
初
に
取
り
組
ん
だ
事
業
で
す
。
心
の
ミ
ル
ク

と
は
、
も
ち
ろ
ん
本
の
こ
と
。
毎
月
、
５
か
月

児
健
診
の
日
に
合
わ
せ
て
、『
赤
ち
ゃ
ん
と
絵

本
を
開
く
時
間
の
楽
し
さ
や
大
切
さ
』『
地
域

が
子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す
よ
』
な
ど
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
な
が
ら
、
全
て
の
赤
ち
ゃ
ん

と
保
護
者
に
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
末
の
健
診
の
時
に
は
、
10
組
ほ
ど
の

親
子
が
来
て
い
ま
し
た
。
健
診
が
終
わ
っ
た

ら
、
あ
け
の
元
気
館
の
プ
レ
イ
ル
ー
ム
へ
。
図

書
館
職
員
と
と
も
に
、
更
生
保
護
女
性
会
の
メ

ン
バ
ー
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
て
く
れ
ま
す
。
一
組
の
親
子
に
一
人
ず
つ

ス
タ
ッ
フ
が
つ
い
て
、
絵
本
を
読
ん
で
あ
げ
ま

す
。ゆ
っ
く
り
と
読
み
進
め
る
う
ち
に
、赤
ち
ゃ

ん
の
目
が
輝
き
を
増
し
て
来
ま
す
。
身
を
乗
り

出
し
て
絵
本
を
つ
か
も
う
と
す
る
子
も
い
ま
す
。

声
を
あ
げ
て
笑
い
出
す
子
も
い
ま
す
。
そ
ん
な

赤
ち
ゃ
ん
の
姿
に
お
母
さ
ん
が
驚
い
て
、
赤

ち
ゃ
ん
の
顔
を
の
ぞ
き
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
子
育
て
だ
と
い
う
お
母
さ
ん
は
、

「
ま
だ
分
か
ら
な
い
か
ら
本
を
読
ん
で
あ
げ
た

こ
と
は
な
い
け
れ
ど
、
こ
ん
な
に
喜
ぶ
な
ら
、
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■このコーナーを担当したのは

▲

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
絵
本
を
広
げ
て

ゆ
っ
く
り
読
み
始
め
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
も

楽
し
そ
う
に
笑
い
だ
し
ま
し
た
。
ま
だ
言

葉
は
わ
か
ら
な
く
て
も
、
気
持
ち
が
伝
わ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
の
楽
し
い
時
間
を

さ
っ
そ
く
読
ん
で
あ
げ
た
い
で
す
ね
」
と
嬉
し

そ
う
で
す
。
お
母
さ
ん
の
心
の
ミ
ル
ク
に
も

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。「
図
書
館
に
も
遊
び

に
来
て
ね
。
赤
ち
ゃ
ん
も
一
緒
に
ね
。
小
さ
い

子
向
き
の
本
も
た
く
さ
ん
揃
っ
て
い
ま
す
よ
」

と
い
う
ス
タ
ッ
フ
の
言
葉
に
、
安
心
し
た
よ
う

な
お
母
さ
ん
の
表
情
が
印
象
的
で
し
た
。

　

小
さ
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
毎
週
水
曜

日
は
視
聴
覚
室
を
開
放
し
て
『
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
ク
ラ
ブ
』
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

手
作
り
の
お
も
ち
ゃ
や
絵
本
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
声
や
音
を
気
に
す
る
こ

と
な
く
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
自
由

に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
第
一
水

曜
日
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

読
み
聞
か
せ
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
た
ち
の
ち
ょ
っ
と
し
た
サ

ロ
ン
に
も
な
っ
て
、
子
育
て
談
義
も

行
わ
れ
た
り
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

明
野
図
書
館
で
は
、
他
に
も
様
々

な
事
業
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
10
月

21
日
（
金
）
に
は
馬
頭
琴
に
よ
る
フ

ロ
ア
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
11
月
４
日

（
金
）に
は『
絵
本
で
子
育
て
親
育
ち
』

を
テ
ー
マ
に
、
明
野
幼
稚
園
で
教
育

講
演
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
も
入
場
無
料
で
す
。
本
の
貸
し

出
し
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
ふ
れ

あ
い
を
大
切
に
し
た
活
動
を
行
っ
て

い
る
明
野
図
書
館
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、

足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。　



　

旧
協
和
町
内
で
使
用
期
限
（
検
定
満
期
）

に
な
っ
た
量
水
器
を
交
換
し
ま
す
。
該
当
す

る
家
庭
や
事
務
所
に
市
が
指
定
す
る
業
者
が

訪
問
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
10
月
12
日（
水
）〜
22
日（
土
）午
前

８
時
〜
午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ

　

協
和
水
道
事
務
所　

TEL
　

57
　

９
６
４
４

　

第
８
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

▼
対
象
＝
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶

助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
人
が
い
な
い

場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺

族
１
人

①
弔
慰
金
の
受
給
者　

②
戦
没
者
の
子　

③

父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
（
戦
没
者

等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
人
は

除
か
れ
ま
す
）

▼
支
給
内
容
＝
40
万
円
（
10
年
償
還
）　

▼
請
求
期
限
＝
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
社
会
福
祉
課　

内
線
２
５
４

　

関
城
支
所
福
祉
課　
　

内
線
３
５
４

　

明
野
支
所
福
祉
課
（
あ
け
の
元
気
館
内

　

TEL
　

52
　

５
２
５
２
）　 

内
線
１
１
２

　

協
和
支
所
福
祉
課　
　

内
線
２
２
１

　　

電
気
系
統
の
定
期
点
検
の
た
め
、
市
役
所

玄
関
西
側
に
設
置
の
自
動
交
付
機
を
休
止
し

ま
す
。
▼
日
時
＝
10
月
29
日
（
土
）
終
日

■
問
い
合
わ
せ

　

本
庁
市
民
課
窓
口
係　

内
線
２
２
０

　

法
律
・
人
権
・
行
政
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
費
用
＝
無
料　

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
人

【
法
律
相
談
】
▼
日
時
＝
10
月
27
日
（
木
）

午
後
１
時
〜　

▼
場
所
＝
市
民
会
館
１
階

会
議
室　

▼
相
談
人
数
＝
先
着
８
人　

▼
相

談
員
＝
弁
護
士　

▼
申
し
込
み
＝
事
前
予
約

要
。
10
月
17
日
（
月
）
の
午
前
９
時
か
ら
市

広
報
広
聴
課
広
聴
係
へ
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。　

【
人
権
相
談
】
▼
日
時
・
会
場
＝
10
月
27
日

（
木
）
午
後
１
時
〜
３
時　

市
民
会
館
１
階

会
議
室
／
11
月
４
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分

〜
４
時　

河
内
公
民
館
／
11
月
７
日
（
月
）

午
前
10
〜
正
午　

明
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
員
＝
人
権
擁
護
委
員
（
法
務
大
臣

委
嘱
）

【
行
政
相
談
】
▼
日
時
・
会
場
＝
10
月
27
日

（
木
）
午
後
１
時
〜
３
時　

市
民
会
館
１
階

会
議
室
／
11
月
２
日
（
水
）　

午
前
10
時
〜

正
午　

協
和
支
所
談
話
室
／
11
月
４
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時　

河
内
公
民
館
／
11

月
７
日
（
月
）
午
前
10
時
〜
正
午　

明
野
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

▼
相
談
員
＝
行
政
相
談

委
員
（
総
務
大
臣
委
嘱
）
＊
人
権
・
行
政
相

談
の
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

【
注
意
】　

河
内
公
民
館

2

2

2

2

2

の
人
権
・
行
政
相
談

日
が
『
11
月
２
日
（
水
）
か
ら
４
日
（
金
）

に
変
更
』
と
な
り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
広
報
広
聴
課
広
聴
係

　

内
線　

２
０
０
・
２
０
１

▼
日
時
＝
10
月
23
日
（
日
）
午
前
11
時
〜
午

後
４
時　

▼
対
象
者
＝
外
国
人
又
は
外
国
人

に
係
わ
る
日
本
人　

▼
相
談
内
容
＝
在
留
資

格
、
労
働
関
係
、
研
修
、
国
際
結
婚
、
税
金
、

保
険
、
そ
の
他
生
活
全
般　

▼
相
談
言
語
＝

日
本
語
、
英
語
、
中
国
語
、
タ
イ
語
、
タ
ガ

ロ
グ
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
韓
国
語
、
ス
ペ

イ
ン
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語　

▼
費
用
＝
無

料
、
面
接
方
式
・
秘
密
厳
守　

▼
場
所
＝
し

も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・
ア
ル
テ
リ
オ

■
問
い
合
わ
せ

　
（
社
）
茨
城
県
国
際
交
流
協
会

　

TEL
０
２
９

２
４
４

３
８
１
１

【
武
者
行
列
】　

▼
日
時
＝
12
月
４
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

▼
場
所
＝
新
治
小

学
校
〜
新
治
駅
前
通
り

▼
募
集
人
員
＝
男
30

人
・
女
30
人
▼
募
集
資

格
＝
健
康
な
人
（
衣
装

を
着
け
て
練
り
歩
き
ま

す
）　

▼
申
込
期
間
＝

10
月
11
日
（
火
）〜
25

日
（
火
）

協
和
地
区
上
水
道
『
量
水
器
』
の

交
換
に
伺
い
ま
す

証
明
書
自
動
交
付
機
の
休
止

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

『
外
国
人
の
た
め
の
一
日
無
料
弁

護
士
相
談
in
筑
西
』
の
開
催

生
活
の
困
り
ご
と
相
談

小
栗
判
官
ま
つ
り
関
係
募
集
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▼
内
容
＝
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
、他　

▼

募
集
人
数
＝
先
着
24
人　

▼
費
用
＝
材
料
費

１
回
５
０
０
円
程
度　

▼
申
し
込
み
＝
10
月

13
日（
木
）〜
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
TEL
　

23
　

１
６
１
６
）
へ
。

▼
日
時
＝
10
月
22
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分

〜
正
午　

▼
場
所
＝
市
立
下
館
総
合
体
育
館

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ　

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
小

学
生
親
子
（
小
学
生
の
み
の
参
加
可
）　

▼

内
容
＝
輪
投
げ
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
、
キ
ン
ボ
ー
ル
他　

▼
募
集
人

員
＝
先
着
１
０
０
人　

▼
費
用
＝
無
料　

▼

指
導
＝
市
体
育
指
導
委
員　

▼
申
し
込
み
＝

10
月
13
日
（
木
）
午
前
９
時
〜　

印
鑑
を
持

参
し
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
上
平
塚
・
市
立

下
館
総
合
体
育
館
TEL
　

28
　

５
０
４
０
）
へ
。

▼
日
程
・
テ
ー
マ
＝
11
月
２
日
（
水
）
と
っ

と
こ　

に
こ
太
郎　

11
月
９
日
（
水
）
小
さ

な
音
楽
会　

11
月
16
日
（
水
）
お
は
な
し　

で
て
こ
い
▼
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

30
分
▼
募
集
人
員
＝
先
着
各
30
組
▼
費
用
＝

無
料
▼
申
し
込
み
＝
10
月
17
日
（
月
）
午
前

９
時
〜
電
話
又
は
直
接
、
下
館
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
へ 

＊
当
セ
ン
タ
ー
の
利
用
は
、

市
内
在
住
の
０
〜
６
歳
ま
で
の
未
就
園
の
子

ど
も
と
保
護
者
。
初
め
て
の
人
は
印
鑑
持
参

■
問
い
合
わ
せ　
　

下
館
子
育
て
支
援
セ
ン

　

タ
ー　

TEL
　

25
　

３
１
４
１

【
テ
ン
ト
村
出
店
】　

▼
日
時
＝
12
月
４
日

（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

▼
場
所
＝

新
治
小
学
校
メ
イ
ン
会
場　

▼
テ
ン
ト
数
＝

１
人
１
張
り
又
は
¹⁄₂
張
り
（
30
張
り
分
）
▼

出
店
料
＝
１
張
り
２
万
円
¹⁄₂
張
り
１
万
円　

▼
申
込
期
間
＝
10
月
11
日（
火
）〜
25
日（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
及
び
申
し
込
み

　

協
和
支
所
経
済
課　

内
線
２
１
６

【
蒸
か
し
饅
頭
づ
く
り
講
座
】　

▼
日
時
＝
11

月
12
日（
土
）・
13
日（
日
）午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分　

▼
講
師
＝
鈴
木
節
子
先
生　

▼

会
場
＝
河
内
公
民
館（
TEL
　

37
　

６
５
５
６
）

▼
対
象
＝
市
内
在
住
又
は
在
勤
の
人　
▼
材
料

費
＝
実
費
負
担　

▼
募
集
人
員
＝
先
着
20
人

【
み
そ
づ
く
り
講
座
】　

▼
日
時
＝
12
月
３
日

（
土
）午
前
の
部
／
午
前
９
時
〜
正
午　

午
後

の
部
／
午
後
１
時
〜
４
時　

▼
講
師
＝
秋
葉

節
夫
先
生　

▼
会
場
＝
関
本
公
民
館（
TEL
　

37

　

６
６
２
６
）　

▼
対
象
＝
市
内
在
住
又
は

在
勤
の
人　

▼
材
料
費
＝
３
，２
０
０
円
＋

米
１
合
持
参　

▼
募
集
人
員
＝
先
着
20
人

■
申
し
込
み　

公
民
館
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
各
公
民
館
へ
。

　

11
月
に
『
時
の
蔵
』
で
、
最
近
市
内

で
発
見
さ
れ
た
日
露
戦
争
当
時
の
多
数

の
手
紙
を
中
心
と
し
た
展
覧
会
を
企
画

し
て
い
ま
す
。
日
露
戦
争
の
関
連
資
料

を
お
持
ち
の
人
、
郷
土
と
日
露
戦
争
に

つ
い
て
ご
存
じ
の
人
を
探
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
調
査
や
展
覧
会
場
で
お
手

伝
い
を
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
▼
受
付
＝
10
月
10
日
（
祝
）
正

午
〜
午
後
５
時
、
ス
ピ
カ
６
階
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
（
当
日
は
『H

A
ZA
N

』

を
上
映
）
へ
。

■
問
い
合
わ
せ　

下
館
・
時
の
会

TEL
０
９
０

３
０
６
１

３
９
５
４

　
『
い
い
舞
台
は
人
を
救
う
』
今
年
は
、

H
O
W
 T
O
 SU
CCEED

 

〜
努
力
し
な
い
で

出
世
す
る
方
法
〜
を
公
演
し
ま
す
。
あ
な
た

も
一
緒
に
舞
台
を
創
り
ま
せ
ん
か
。
▼
公
演

予
定
日
＝
12
月
３
日
（
土
）　

▼
募
集
期
限

＝
10
月
20
日
（
木
）
▼
申
し
込
み
＝
明
野
公

民
館
（
TEL
　

52
　

５
３
３
３
）
へ
。

▼
日
時
＝
10
月
26
日
（
水
）〜
18
年
２
月
（
全

10
回
・
主
に
木
曜
日
）午
前
９
時
30
分
〜
正

午（
10
月
26
日（
水
）は
午
後
１
時
30
分
か
ら
）

▼
会
場
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
＝
市
内
在
住
又
は
在
勤
の
人　

『
日
露
戦
争
１
０
０
年
・
兵
士

か
ら
の
礼
状
』
展

明
野
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
団
員
募
集

料
理
教
室
受
講
生
募
集

ち
び
っ
こ
ス
ポ
ー
ツ
デ
イ

関
城
地
区
・
後
期
公
民
館
講
座

受
講
生
募
集

下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ

に
こ
企
画
あ
そ
び

筑西市誕生記念応援団事業
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▼
期
日
＝
11
月
３
日
（
祝
）　

▼
会
場
＝
下

館
ゴ
ル
フ
倶
楽
部　

▼
募
集
人
員
＝
先
着

２
０
０
名　

▼
参
加
費
＝
３
，
０
０
０
円　

▼
プ
レ
ー
費
＝
個
人
負
担
（
昼
食
代
・
ワ
ン

ド
リ
ン
ク
・
消
費
税
込
）
①
セ
ル
フ
プ
レ
ー

１
０
，０
０
０
円
②
キ
ャ
デ
ィ
ー
付
き
１
３
，

０
０
０
円
▼
参
加
資
格
＝
市
内
在
住
又
は
在

勤
（
学
生
・
生
徒
は
除
く
）
▼
競
技
方
法

＝
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
・
新
ペ
リ

ア
方
式
個
人
戦　

▼
申
し
込
み
＝
10
月
10
日

（
祝
）
よ
り
、
筑
西
市
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ

連
盟
下
館
支
部
各
役
員
、
同
事
務
局
（
TEL
　

25

　

５
１
７
３
・
℻
　

20
　

２
６
２
４
・
関
根
TEL

０
９
０

１
０
３
１

６
８
８
３
）
又
は
下

館
ス
ポ
ー
ツ
ヴ
ィ
ラ
（
TEL　
28
　

５
８
８
０
）
へ
。

▼
日
時
＝
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
１
階
総
合

ホ
ー
ル　

▼
受
講
料
＝
２
，５
０
０
円　

▼

講
師
＝
落
合
初
江
先
生　

▼
申
し
込
み
＝
協

和
む
つ
み
会
ダ
ン
ス
（
会
長 

岡
野
右
一　

TEL
　

57
　

２
８
４
７
）
へ
。

▼
日
時
＝
10
月
10
日
（
祝
）　

午
後
１
時
30

分
〜
４
時　

▼
場
所
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
（
ア
ル
テ
リ
オ
）
１
階
集
会
室
・

２
階
和
室　

▼
内
容
＝
小
学
生
プ
ロ
グ
ラ
ム

座
禅
体
験
・
住
職
に
よ
る
法
話
（
命
・
食
べ

物
の
尊
さ
）
／
保
護
者
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
親
業

（
子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
）
教
室　

＊
保
護

者
に
限
ら
ず
ど
な
た
で
も
（
独
身
者
含
む
）

参
加
可
▼
費
用
＝
無
料　

▼
募
集
人
員
＝

小
学
生
50
人
程
度
、
大
人
70
人
程
度
（
い
ず

れ
も
先
着
）
▼
申
し
込
み
＝（
社
）
下
館
青

年
会
議
所
（
メ
イ
ルgse@

m
x8.ttcn.ne.jp 

又
は
℻
　

25
　

６
５
０
４　

＊
親
子
寺
子
屋
セ

ミ
ナ
ー
申
し
込
み
・
人
数
・
学
年
を
明
記
）へ
。

■
問
い
合
わ
せ

　
（
社
）
下
館
青
年
会
議
所
・
大
森　

　

TEL
０
９
０

６
９
５
９

２
８
７
３

▼
日
程
＝
10
月
25
日
（
火
）
〜
18
年
３
月
28

日
（
火
）
の
全
21
回　

▼
時
間
＝
午
後
７
時

〜
８
時
30
分　

▼
場
所
＝
し
も
だ
て
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー　

▼
申
し
込
み
＝
10
月
12
日

（
水
）
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分
に
、
し
も

だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
へ
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

下
館
国
際
交
流
友
の
会

　

玉
水　

TEL
　

22
　

７
４
７
３　

▼
日
時
＝
10
月
30
日
（
日
）
午
後
０
時
30
分

〜
４
時　

▼
場
所
＝
つ
く
ば
カ
ピ
オ
（
つ
く

ば
市
竹
園
１

１
０

１
）
＊
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
有
り
（
申
し
込
み
は
10
月
20
日
ま
で
）

▼
応
募
資
格
＝
①
茨
城
県
南
又
は
県
西
地
区

在
住
、
在
勤
、
在
学
者　

②
延
べ
在
日
年
数

が
本
年
10
月
１
日
現
在
で
７
年
以
内
の
、
外

国
籍
を
有
す
る
人　

▼
募
集
人
員
＝
15
人
以

内　

▼
テ
ー
マ
＝
自
由
。
但
し
、
政
治
的
、

商
業
的
、
宗
教
的
な
伝
導
・
宣
伝
は
不
可　

▼
申
し
込
み
期
限
＝
10
月
４
日
（
火
）
必
着

■
問
い
合
わ
せ
及
び
申
し
込
み

　

つ
く
ば
市
国
際
交
流
委
員
会

　

TEL
０
２
９

８
５
７

３
１
３
２

　

地
域
住
民
相
互
の
ふ
れ
あ
い
と
川
島
地
区

の
活
性
化
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。
▼
日
時

＝
10
月
29
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

＊
雨
天
順
延　

▼
場
所
＝
か
わ
し
ま
駅
前
通

り　

▼
申
し
込
み
期
限
＝
10
月
22
日
（
土
）

■
問
い
合
わ
せ　

か
わ
し
ま
駅
前
通
商
店
会

　

会
長　

萩
原
利
行　

TEL
　

28
　

１
９
１
９

　
▼
日
時
＝
10
月
21
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分

〜　

▼
場
所
＝
市
立
明
野
図
書
館　

開
架
フ

ロ
ア　

▼
入
場
無
料　

▼
演
奏
者
＝
チ
・
ボ

ラ
グ
氏
（
モ
ン
ゴ
ル
の
民
族
楽
器
『
馬
頭
琴
』

の
人
間
国
宝
、
中
国
国
家
一
級
演
奏
家
）　

■
問
い
合
わ
せ

　

市
立
明
野
図
書
館　

TEL
　

52
　

２
４
６
６

▼
日
時
＝
12
月
11
日
（
日
）
集
合
午
前
８
時

30
分　

開
会
式
９
時　

▼
場
所
＝
下
館
運
動

場
周
辺
道
路　

▼
対
象
＝
市
内
在
住
、在
勤
、

在
学
の
人
で
、
健
康
に
異
常
の
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
人
（
20
歳
未
満
の
人
は
保
護
者
の

承
諾
要
）　

▼
参
加
費
＝
無
料　

▼
競
技
種

目
＝
小
学
１
・
２
年
1.2
㎞
／
小
学
３
・
４
年
1.5

㎞
／
小
学
５
・
６
年
2.4
㎞
／
小
学
１
・
２
年
親

子
1.2
㎞
／
中
学
生
2.9
㎞
／
高
校
・
一
般
女
子
、

40
歳
以
上
男
子
2.9
㎞
／
高
校
・
一
般
40
歳
未

満
男
子
5.7
㎞　

※
『
小
学
１
・
２
年
親
子
』

は
他
の
種
目
に
参
加
不
可　

▼
申
し
込
み
＝

10
月
30
日
（
日
）
ま
で
に
印
鑑
持
参
の
う
え

下
館
総
合
体
育
館
（
TEL
　

28
　

５
０
４
０
）
へ
。

※
全
種
目
と
も
事
前
の
申
し
込
み
必
要　

▼
日
時
＝
10
月
９
日
（
日
）
雨
天
時
は
16
日

（
日
）　

午
前
８
時
〜
午
後
３
時
30
分
・
態
度

決
定
午
前
６
時
（
花
火
合
図
）
※
延
期
の
場

合
は
６
時
と
７
時
に
防
災
無
線
に
て
放
送　

▼
会
場
＝
関
城
総
合
運
動
場　

▼
日
程
＝
開

会
式
・
午
前
８
時
／
演
技
・
８
時
40
分
〜
午

後
２
時
20
分
（
昼
食
休
憩
含
む
）
／
閉
会
式
・

午
後
２
時
30
分
〜
３
時　

※
会
場
周
辺
は
大

変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
自
動
車
は
相
乗
り

で
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
教
育
委
員
会
関
城
分
室

　
（
関
城
体
育
館
内
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
）

　

TEL
　

37
　

６
０
４
９

▼
日
時
＝
10
月
16
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午

後
４
時　

▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
ま
ち
か
ど

広
場　

▼
内
容
＝
街
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
。
産
直
青
空
市
（
新
鮮
朝

採
り
野
菜
な
ど
の
販
売
）、そ
の
他
▼
フ
リ
ー

親
の
学
校
・
子
ど
も
寺
子
屋

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

『
外
国
人
に
よ
る
つ
く
ば
国
際
交

流
ス
ピ
ー
チ
大
会
』

か
わ
し
ま
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

ち
く
せ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
33
回
関
城
体
育
祭
開
催

音
楽
の
夕
べ

草
原
の
チ
ェ
ロ『
馬ば

と
う
き
ん

頭
琴
』
演
奏
会

わ
っ
し
ょ
い
市

ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
初
心
者
講
座

第
１
回
筑
西
市
民
下
館
支
部

ゴ
ル
フ
大
会
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Information

タ
ー
／
②
10
月
28
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
30
分　

市
民
会
館
／
③
10
月
31
日

（
月
）
午
前
10
時
〜
正
午　

筑
西
合
同
庁
舎

■
問
い
合
わ
せ

　

下
館
保
健
セ
ン
タ
ー
TEL
　

24
　

２
２
６
６

　

協
和
保
健
セ
ン
タ
ー
TEL
　

57
　

９
１
３
１

　【
寄
付
金
】　

▼
市
へ
＝
吉
正
本
螺
鈿
工
芸
院

院
長　

吉ギ
ル
ジ
ョ
ン
ボ
ン

正
本
様　

３
０
０
，０
０
０
円

【
善
意
銀
行
】　

▼
寄
付
金
＝
社
会
福
祉
協

議
会
へ　

匿
名　

３
，０
０
０
円
／
ゆ
う
き
動

物
病
院
様　

１
０
，０
０
０
円　

▼
寄
付
品
＝

社
会
福
祉
協
議
会
へ　

匿
名
（
川
島
）
タ
オ

ル
60
本
／
安
藤
と
し
子
様
（
玉
戸
）　

洗
剤

５
４
０
㌘
×
13
個

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
＝
１
人
１
区
画
（
３
ｍ
×

２
ｍ
、
出
店
料
無
料
）　

▼
出
店
申
し
込
み

は
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
電
話

で
平
沢( 
TEL
　

24
　

６
０
０
０ 

）へ
。          

■
問
い
合
わ
せ　
　

市
商
工
観
光
課
商
工
係

　

TEL
　

20
　

１
１
６
０

▼
日
時
＝
10
月
29
日
（
土
）
開
場
午
後
１
時

開
演
１
時
30
分　

▼
場
所
＝
筑
西
市
民
会
館

▼
講
師
＝
船
村
徹
先
生
（
作
曲
家
、
代
表
作

に
王
将
・
風
雪
流
れ
旅
・
兄
弟
舟
・
矢
切
の

渡
し
・
み
だ
れ
髪
な
ど
）
▼
演
題
＝
我
が
演

歌
的
人
生  

▼
入
場
無
料　

▼
申
し
込
み
＝

下
館
商
工
会
議
所
へ
電
話
（
TEL　
22
　

４
５
９
６
）

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
℻
　

25
　

０
４
１
２
）

　

板
谷
波
山
の
命
日
（
10
月
10
日
）
に
映

画
『H

A
Z
A
N

』
の
無
料
上
映
会
を
開
催
。

併
せ
て
ブ
ル
ガ
リ
ア
映
画
祭
受
賞
式
の
模

様
を
ビ
デ
オ
で
紹
介　

▼
日
時
＝
10
月
10

日
（
祝
）
第
１
回
午
後
１
時
〜　

第
２
回
午

後
３
時
30
分
〜　

▼
場
所
＝
ス
ピ
カ
６
階
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　

▼
入
場
無
料　

▼
先

着
２
６
０
人　

▼
主
催
＝
下
館
・
時
の
会

■
問
い
合
わ
せ　
　
　

下
館
・
時
の
会

　

TEL
０
９
０

３
０
６
１

３
９
５
４　

日
時
＝
10
月
15
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
和
室
▼

内
容
＝
絵
本
朗
読
『
き
つ
ね
の
お
ふ
ろ
』『
４

ば
ん
の
え
き
は
く
ま
ご
ろ
う
え
き
』

■
問
い
合
わ
せ　
　

読
み
聞
か
せ
の
会
て
る

　

て
姫　

飯
山　

TEL
　

57
　

６
７
８
２　

 

▼
日
時
＝
10
月
15
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

▼
内
容
＝
絵
本
『
く
ま
さ
ん
く
ま
さ
ん
な
に

み
て
る
の
』　

紙
芝
居
『
な
し
と
り
き
ょ
う

だ
い
』
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ

　

野
ば
ら
の
会　

小
薬  

TEL
　

22
　

４
３
６
９

▼
伽
羅
の
香
＝
宮
尾
登
美
子　

90
分
８
本
／

60
分
１
本　

▼
孤
高
の
鬼
た
ち
、
素
顔
の
作

家
＝
文
芸
春
秋
編　

90
分
７
本
／
60
分
１
本

▼
孤
宿
の
人
（
上
）
＝
宮
部
み
ゆ
き　

90
分

８
本　

孤
宿
の
人
（
下
）
90
分
７
本
／
60
分

１
本　

▼
対
象
者
＝
視
覚
障
害
者
、
寝
た
き

り
の
人
、視
力
の
落
ち
た
高
齢
者
の
人
な
ど
。

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
無
料
で
貸
出

■
問
い
合
わ
せ

　

野
ば
ら
の
会　

小
薬  

TEL
　

22
　

４
３
６
９

▼
テ
ー
マ
＝
子
ど
も
の
心
に
自
信
を
育
て
る

▼
日
時
＝
10
月
19
日
（
水
）
協
和
公
民
館　

▼
時
間
＝
午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

▼
講
師

＝（
社
）ス
コ
ー
レ
家
庭
教
育
振
興
協
会　

平

石
喜
美
子　

▼
入
場
無
料
・
託
児
あ
り　

■
問
い
合
わ
せ　

平
石

TEL
　

24
　

７
７
９
７

　

観
音
川
沿
い
約
3.2
㎞
に
咲
き
そ
ろ
い
、
ピ

ン
ク
に
染
ま
る
フ
ラ
ワ
ー
ベ
ル
ト
は
圧
巻
で

す
。
筑
波
山
を
バ
ッ
ク
に
一
面
に
咲
く
コ
ス

モ
ス
も
楽
し
め
ま
す
。
▼
期
間
＝
10
月
９
日

（
日
）
〜
11
月
３
日
（
祝
）
▼
場
所
＝
宮
山

ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
公
園
』
周
辺

■
問
い
合
わ
せ　

明
野
支
所
経
済
課

　

商
工
観
光
係　

内
線
１
４
２　

▼
見
頃
＝
10
月
中
旬
迄　

▼
コ
ス
モ
ス
ま
つ

り
＝
10
月
９
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
※
雨
天

順
延　

▼
場
所
＝
鬼
怒
川
緑
化
公
園
南
側　

▼
内
容
＝
コ
ス
モ
ス
の
花
摘
み
、
輪
投
げ
大
会

金
魚
す
く
い
（
無
料
）、
そ
の
他
ゲ
ー
ム
等　

▼
青
空
市
場
＝
と
れ
た
て
野
菜
と
ピ
ア
し
ら

と
り
の
焼
き
た
て
パ
ン
等　

▼
抽
選
会
＝
豪

華
賞
品
が
当
た
る　

■
問
い
合
わ
せ　

鬼
怒

川
を
愛
す
る
会　

中
澤
TEL
　

28
　

２
２
０
１

▼
日
時
・
場
所
＝
①
10
月
19
日
（
水
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分　

協
和
総
合
セ
ン

下
館
商
工
会
議
所
創
立
50
周
年
記
念

『
船  

村   

徹
』
講
演
会

読
み
聞
か
せ
（
協
和
公
民
館
）

『H
A
Z
A
N

』
上
映
会

朗
読
テ
ー
プ

ス
コ
ー
レ
母
親
講
座

コ
ス
モ
ス
畑
＆
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り

献
血
に
ご
協
力
を

読
み
が
た
り

　

筑
西
遊
湯
館
休
館
の
お
知
ら
せ

　

10
月
７
日
（
金
）
〜
13
日
（
木
）
と
26

日
（
水
）・
27
日
（
木
）
は
、環
境
セ
ン
タ
ー

及
び
遊
湯
館
の
法
定
点
検
の
た
め
休
館
と

な
り
ま
す
。 　

℡ 

33 
５
１
５
１

あ
け
の
花
も
の
が
た
り

コ
ス
モ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

  　　　お詫びと訂正
　広報筑西ピープル№ 12（９月
１５日発行）で期日の誤りがあ
りました。お詫びして訂正いた
します。４ページお知らせの『新
入学児童健康診断』の表中
【正】
養蚕小学校　　 10 月  5 日（水）
嘉田生崎小学校 10 月 13 日（木）
関城東小学校 　10 月 28 日（金）
長讃小学校　 　10 月  6 日（木）



白く小さなソバの花。筑西のソバは、高
い品質を誇る県の奨励品種『常陸秋そば』。

　

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
取
材

し
ま
し
た
。
来
場
者
に
尋
ね
て
み
る
と

「
東
京
か
ら
来
ま
し
た
」、「
埼
玉
」、「
栃

木
か
ら
」
と
の
声
。
テ
レ
ビ
番
組
で

紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
例
年
に
増

し
て
県
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
が
来
場
し

た
よ
う
で
、
視
界
一
面
に
広
が
る
ひ
ま

わ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。   

（
∞
）

編
集
後
記

　

俳
句
甲
子
園
で
の
石
塚
さ
ん
の
一
句

に
『
熨の

し

が

み

斗
紙
を
か
け
て
下
さ
い
秋あ

き
う
ら
ら麗
』

が
あ
る
。
澄
み
切
っ
た
秋
空
の
様
を
独

り
占
め
す
る
の
は
も
っ
た
い
な
く
、
誰

か
に
熨
斗
紙
を
つ
け
て
差
し
上
げ
た
い

気
持
ち
を
詠
ん
だ
も
の
。
さ
て
、
私
な

ら
誰
に
上
げ
よ
う
か
と
思
い
を
馳
せ
る

と
、ひ
と
と
き
の
夢
の
中
へ
と
春は

る
う
ら
ら麗（
も
）

　
『
光
る
泥
だ
ん
ご
作
り
』
を
取
材
。

私
の
仕
事
は
、
み
ん
な
が
楽
し
そ
う
に

作
る
姿
を
撮
る
こ
と
。
と
、思
い
つ
つ
、

勧
め
ら
れ
る
ま
ま
挑
戦
す
る
こ
と
に
。

実
際
に
や
っ
て
み
る
と
、
難
し
い
け
れ

ど
お
も
し
ろ
い
ぞ
。
た
か
が
泥
、
さ
れ

ど
泥
。
子
ど
も
の
こ
ろ
に
戻
っ
た
よ
う

に
、泥
の
感
触
を
楽
し
み
ま
し
た
。（
@
）

人口＝男 56,216 人　女 57,186 人　計 113,402 人　世帯数＝ 35,291 世帯（平成 17 年９月１日現在・常住人口）

大久保婦久子展皮革造形
の世界

　－World of Leather Work Art : Exhibition of Fukuko Okubo－

『
王
将
譜
』
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
）

『海のコイン』昭和 49年（1974）

日本はもとより、世界でもその作品が高く評価されてい
る皮革造形美術の第一人者・大久保婦久子（大正８年～
平成 12 年）。静岡県下田市に生まれた大久保婦久子は、女子
美術専門学校（現女子美術大学）在学中に革染色と出会いま
した。以後、それまで日本には無かった皮革造形の分野を独
自に開拓し、芸術性の高い作品を創作・発表。平成 12 年に
文化勲章を受章しています。今展では、遺族から市に寄附さ
れた 47 点をはじめとする 57 点の作品を紹介します。

11/23 祝まで

Shimodate Museum of Art
しもだて美術館

筑西市丙 372（アルテリオ３階）TEL 0296-23-1601
ホームページ http://www.city.chikusei.lg.jp/museum

■開館時間　午前 10時～午後６時（入場は５時 30分まで）
■休 館 日　毎週月曜日（ただし、10月 10 日は開館、翌 11 日は休館）
■入 館 料　一般（大学生以上）500 円　高校生以下無料
　　　　　　団体（10名以上）400 円
　　　　　※会期中は、板谷波山記念館・常設展もご覧いただけます。

10/1～

発
行
／
筑
西
市
　
編
集
／
市
長
公
室
広
報
広
聴
課

〒
308 -8616　

茨
城
県
筑
西
市
下
中
山
732 -1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL 0
2
9
6
-2
4
-2
1
1
1

広
報
筑
西
 ピ
ー
プ
ル

N
o.13
平
成
17
年
10
月
１
日

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.chikusei.lg.jp


